令和４年９月２日
２学年生各位
令和４年度後期ガイダンス（2年生）
東北こども福祉専門学院

1． レポートの提出厳守について
2． 科目試験の受験・再試験について
3． スクーリングの出席について（欠席・遅刻の場合の注意）
4． 保育実習準備について
・保育実習Ⅰガイダンスを終了した学生は、行動に移しましょう。まだの学生は必ず参加しましょう。保育実習内容の確認及び準備をしっかり行いましょう。
・手遊び・絵本読み聞かせ・自己紹介について、十分な練習が必要です。（いくつ引き出しがありますか？）
・実習前に保育体験を3回以上推奨します。（子ども理解に繋がるので何回行っても良い）
・緊急事態宣言等により、今年度の保育体験は行いません。
・実習簿について、事前記入の漏れがないか、確認をしましょう。
・実習Ⅱに向けての課題を明確にし、実習準備に取りかかりましょう。
・実習不合格の場合は翌年度以降の実習となります。（実習の依頼は、前年度迄です）
※実習簿取り扱いについて／実習に際し実習簿を記入し実習施設へ提出しますが、万が一紛失しますと、単位の取得が出来ません。実習簿を実習施設へ送る際は、特定記録等を付ける、または直接持ち込み、引き取りに伺う等の対策を行いましょう。
5． スクーリング「こどもの指導法音楽表現（基礎演習Ⅱ）」について
・実施日令和４年１０月３０日
○ピアノの合格ライン
・楽譜の通りの音、拍数、拍子で弾く
・一定の速さで止まらずに弾く（止まってしまったら、その箇所から弾くこと）
・間違えないことが原則
○ソルフェージュ合格ライン
・楽譜の通りの、拍数、拍子で歌う。
・しっかりと声が出ている。（当日試験は3m離れている場所から講師に向かって歌う）
＊事前に武内先生からのレッスンを受け、スクーリング迄にレッスンカードの達成チェック欄へチェックをもらいます。（スクーリング当日の成績評価の対象となります）指導無しでは合格困難です
＊どちらもやり直しは不可です。担当講師よりやり直しを指示された場合のみ可能とします。
＊日頃から歌を歌う練習をする事（自宅等で練習を積むこと）
６．学費、実習費等関係
・来年度の学費納入時期に各種実習費も合わせての納入です。（納入期限2月中旬）
７．その他
・言葉使いに注意しましょう。講師、目上の方には敬語や丁寧語で話すのが常識です。
（「です」「ます」を付けます）日頃からの言動に注意しましょう。
・教育者育成のための専門学校です。学校内で乱暴・粗暴な言葉の使用は禁止します。子ども達の見本となるような言葉使いをしましょう。
・授業中の私語は他の学生の迷惑となりますので、禁止します。
・水分補給は認めますが、マナーとして飲み物は机の上には置きません。
・進んで挨拶をしましょう。（挨拶が習慣になるように心掛ける）
・学院内は禁煙とします。(サンプラザホテル内外でも不可)
　・科目試験にて白紙に近いような提出はしない事。（事前学習はしっかりと・記述形式での合格ラ
インは600字程度）
　・連絡事項の確認漏れの無いよう、学院からのメールやホームページの「学生へのお知らせ欄」を毎日確認しましょう。（学院だよりはHPに掲載・来校時は掲示板を確認すること）
